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青
木
　
合
併
後
、
道
路
の
除

草
や
交
差
点
の
樹
木
の
伐
採

等
、
環
境
美
化
サ
ー
ビ
ス
が

悪
化
し
た
よ
う
に
感
じ
る
が

道
路
維
持
管
理
方
法
等
が
変

わ
っ
た
の
か
。

都
市
建
設
部
長
　
旧
合
志
町

は
職
員
と
委
託
職
員
で
４
名

体
制
。
旧
西
合
志
町
は
年
２
 

回
の
民
間
委
託
と
職
員
、
臨

時
職
員
の
２
名
体
制
。
合
併

後
は
こ
の
体
制
で
移
行
し
た

が
作
業
ス
タ
ッ
フ
の
１
名
減

等
に
よ
り
道
路
環
境
が
悪
化

し
て
し
ま
っ
た
。
適
切
な
道

路
管
理
を
検
証
し
、
今
後
の

環
境
美
化
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

青
木
　
十
分
な
体
制
が
取
れ

な
か
っ
た
の
が
原
因
と
思
わ

れ
る
が
、
今
後
の
予
算
編
成

の
方
針
に
つ
い
て
は
。

総
務
企
画
部
長
　
　
年
度
は

１８

旧
町
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
形

で
や
っ
た
が
、
今
後
は
効
率

的
な
管
理
と
い
う
点
も
含
め

て
、
環
境
美
化
が
低
下
し
な

い
よ
う
な
予
算
立
て
を
考
え

て
い
き
た
い
。

青
木
　
先
進
的
な
自
治
体
で

は
自
主
財
源
確
保
の
方
策
と

し
て
広
告
料
収
入
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
市
と
し

て
の
認
識
は
。

総
務
企
画
部
長
　
県
内
で
は

熊
本
市
や
八
代
市
が
取
り
組

ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
後
の
研
究
課
題
と
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

青
木
　
広
報
誌
、
封
筒
、
庁

舎
壁
面
等
を
利
用
し
た
広
告

事
業
は
本
市
で
も
十
分
や
れ

る
と
思
う
が
。

市
長
　
広
告
事
業
を
取
り
入

れ
た
歳
入
増
と
い
う
新
た
な

提
案
な
の
で
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

青木　伸一 議員

木
村
　
合
併
の
際
に
つ
く
っ

た
「
新
市
財
政
計
画
」
は
練

り
直
し
て
、
新
し
い
財
政
計

画
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

市
長
　
国
の
財
政
の
動
向
が

毎
年
変
わ
り
難
し
い
状
況
に

あ
る
。
新
た
な
合
志
市
の
財

政
計
画
を
早
く
つ
く
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
総
合
計

画
な
ど
が
来
年
の
９
月
か
　１２

月
に
な
る
の
で
そ
れ
と
併
せ

な
が
ら
と
考
え
て
い
る

木
村
　
生
き
た
財
政
計
画
に

す
る
た
め
に
住
民
参
加
が
不

可
欠
だ
。
計
画
に
住
民
の
声

を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
住
民

と
行
政
の
「
協
働
」
を
ぜ
ひ

実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
。

市
長
　
財
政
運
営
に
も
住
民

参
加
は
必
要
だ
と
思
う
。
難

し
い
こ
と
も
あ
る
が
、
い
ろ

い
ろ
考
え
て
可
能
な
こ
と
を

追
求
し
て
い
き
た
い
。

木
村
　
次
に
、
各
種
の
審
議

会
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
。
中
間
報
告
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
パ
ブ
リ
 

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
全
て

の
政
策
決
定
に
市
民
参
加
の

道
を
開
く
こ
と
、
委
員
会
の

公
募
委
員
を
大
胆
に
増
や
す

こ
と
が
大
事
。
い
ま
公
募
委

員
が
い
る
委
員
会
は
。

総
務
企
画
部
長
　
総
合
政
策

審
議
会
と
男
女
共
同
参
画
推

進
懇
話
会
の
２
つ
。

木
村
　
環
境
対
策
や
都
市
計

画
審
議
会
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
、
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
委

員
会
や
学
校
給
食
の
委
員
会

な
ど
も
公
募
を
増
や
し
て
当

然
で
は
な
い
か
。

市
長
　
い
ろ
い
ろ
な
考
え
の

人
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
い
う

の
が
難
し
い
。
十
分
検
討
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

木村　　功 議員

広
告
料
収
入
に
よ
る

　
新
た
な
財
源
確
保
を



12

丸
内
　
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
 

ー
に
「
小
学
生
、
中
学
生
の

施
設
利
用
は
、
高
校
生
以
上

の
同
伴
者
が
い
る
場
合
に
許

可
す
る
」
と
の
注
意
書
き
が

あ
る
が
、
経
過
説
明
を
求
め

る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
２
階

ホ
ー
ル
で
備
品
を
壊
し
た
り
、

飲
食
物
を
こ
ぼ
す
な
ど
頻
繁

に
発
生
し
た
た
め
制
限
し
た
。

丸
内
　
社
会
の
中
で
教
育
指

導
す
る
の
も
、
担
当
の
仕
事

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
を
排

除
す
る
と
い
う
張
り
紙
を
、

す
る
事
が
解
り
か
ね
る
。

　
合
併
後
の
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
の

利
用
状
況
を
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
る
の
か
。
市
民
の

声
は
、
届
い
て
い
る
の
か
。

教
育
委
員
長
　
施
設
が
元
気

が
な
い
、
暗
い
な
ど
、
私
の

耳
に
も
入
っ
て
い
る
。
利
用

者
数
は
、
こ
の
半
年
で
約
一

万
人
く
ら
い
増
え
て
い
る
。

助
役
を
会
長
に
し
て
自
主
事

業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

た
の
で
、
以
前
の
よ
う
な
活

動
が
で
き
る
と
思
う
。

丸
内
　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
を
生
涯

学
習
の
拠
点
と
考
え
る
が
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
行
革

の
見
直
し
の
検
討
が
、
な
さ

れ
る
の
で
考
え
て
い
き
た
い
。

丸
内
　
来
年
９
月
、
市
の
総

合
計
画
が
策
定
と
な
っ
て
い

る
が
、
土
地
利
用
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
お
よ
び

農
業
振
興
に
つ
い
て
基
本
的

な
考
え
を
問
う
。

総
務
企
画
部
長
　
来
年
４
月

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
三
法
の

改
正
が
施
行
さ
れ
る
。
総
合

計
画
に
於
け
る
土
地
利
用
の

計
画
が
特
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
。

都
市
建
設
部
長
　
旧
町
の
二

極
化
を
解
消
し
て
、
新
市
の

一
体
化
し
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
が
使
命
で
あ
る
。　

年
後

２０

の
、
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
描

き
た
い
。

産
業
振
興
部
長
　
農
業
は
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
事
を
認

識
し
、
優
良
農
地
の
確
保
に

努
め
た
い
。

丸内三千代 議員

木
村
　
農
水
省
で
は
、
集
落

営
農
の
発
展
段
階
に
応
じ
た

総
括
的
支
援
策
を
用
意
し
て

い
る
。
本
市
で
は
、
ど
の
よ

う
な
支
援
策
が
必
要
か
。

産
業
振
興
部
長
　
営
農
組
織

化
の
支
援
、
農
地
利
用
調
整

活
動
の
支
援
、
生
産
基
盤
整

備
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

木
村
　
集
落
営
農
育
成
確
保

緊
急
整
備
支
援
の
中
で
、
畦

畔
除
去
、
区
画
整
備
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事

業
を
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
が
。

市
長
　
農
地
が
狭
い
状
況
で

は
、
利
用
価
値
が
少
な
い
し

効
率
が
悪
い
。
集
落
営
農
育

成
確
保
緊
急
整
備
事
業
を
最

大
限
、
活
用
し
た
い
。

木
村
　
住
宅
用
火
災
報
知
器

の
設
置
義
務
化
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
た
い
。

総
務
企
画
部
長
　
新
築
住
宅

は
平
成
　
年
６
月
１
日
か
ら
、

１８

既
存
住
宅
は
平
成
　
年
６
月

２３

１
日
ま
で
に
設
置
し
な
さ
い

と
い
う
義
務
化
で
あ
る
。

木
村
　
悪
徳
商
法
に
対
す
る

周
知
徹
底
と
、
費
用
の
一
部

助
成
金
な
ど
を
考
え
ら
れ
る

か
。

総
務
企
画
部
長
　
悪
徳
商
法

に
は
啓
発
が
大
事
。
広
報
誌

な
ど
で
、
情
報
を
出
し
た
い
。

自
分
の
生
命
財
産
を
守
る
観

点
か
ら
、
ご
自
分
で
気
を
つ

け
て
頂
く
の
が
一
番
。

木
村
　
野
々
島
植
木
間
の
バ

ス
路
線
が
廃
止
の
危
惧
に
、

現
況
と
代
替
策
に
つ
い
て
。

総
務
企
画
部
長
　
こ
の
路
線

は
、
極
め
て
低
い
乗
車
率
で

す
。
代
替
に
つ
い
て
は
野
々

島
植
木
間
に
限
ら
ず
、
新
市

の
中
で
の
課
題
と
さ
せ
て
頂

き
た
い
。

木村　祐一 議員

総
合
計
画
に
つ
い
て
！

義
務
化
さ
れ
た
警
報
器
！

路
線
バ
ス
の
代
替
策
は
？




